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編集 東京農業大学学長室

　
東
京
農
大
は
今
年
創
設
１

２
７
年
目
を
迎
え
た
。
建
学

精
神
「
人
物
を
畑
に
還
す
」

の
も
と
、
輩
出
し
た
17
万
人

超
の
卒
業
生
は
国
内
外
の
さ

ま
ざ
ま
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
活

躍
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
は
、
卒
業
生
に
現

在
の
東
京
農
大
を
体
感
し
て

も
ら
う
機
会
で
あ
り
、
卒
業

生
同
士
、
ま
た
卒
業
生
と
現

役
学
生
が
繋
が
り
を
深
め
る

場
と
な
っ
て
い
る
。

　
は
じ
め
に
髙
野
克
己
学
長

が
あ
い
さ
つ
。
大
学
の
大
き

な
変
化
と
し
て
改
組
を
挙
げ
、

平
成
29
年
度
の
生
命
科
学
部

新
設
▽
応
用
生
物
科
学
部
か

ら
の
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学

科
の
移
行
▽
分
子
生
命
化
学

科
と
分
子
微
生
物
学
科
の
新

設
▽
地
域
環
境
科
学
部
で
の

地
域
創
成
科
学
科
の
新
設
▽

国
際
食
料
情
報
学
部
で
の
国

際
食
農
科
学
科
の
新
設
を
振

り
返
り
、
い
ず
れ
も
２
年
目

を
迎
え
て
順
調
に
学
生
が
学

ん
で
い
る
こ
と
を
説
明
し

た
。

　
続
い
て
、
今
年
４
月
か
ら

行
っ
て
き
た
農
学
部
の
生
物

資
源
開
発
学
科
と
デ
ザ
イ
ン

農
学
科
の
新
設
▽
畜
産
学
科

を
動
物
科
学
科
へ
、
生
物
応

用
化
学
科
を
農
芸
化
学
科
へ

の
名
称
変
更
を
報
告
。
さ
ら

に
、
北
海
道
の
生
物
産
業
学

部
を
「
北
海
道
の
大
地
で
学

べ
る
学
科
と
い
う
こ
と
を
表

に
出
す
」
狙
い
で
北
方
圏
農

学
科
、
海
洋
水
産
学
科
、
食

香
粧
化
学
科
、
自
然
資
源
経

営
学
科
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
名
称

変
更
し
た
こ
と
を
説
明
し

た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
を
も
っ
て

閉
学
し
た
短
期
大
学
部
に
つ

い
て
、「
そ
の
精
神
は
、
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
新

た
な
学
部
学
科
と
な
っ
て
も

継
承
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も

農
の
領
域
を
広
げ
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

　
そ
の
後
、
親
子
三
代
表

彰
、
募
金
高
額
寄
付
者
へ
の

感
謝
状
贈
呈
、
農
大
貢
献
賞

表
彰
、
東
京
農
大
ベ
ス
ト
テ

ィ
ー
チ
ャ
ー
賞
表
彰
、
特
別

記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
創
立
１
２
５
周
年
記
念
事

業
資
金
募
金
の
高
額
寄
付
者

　
東
京
農
業
大
学
生
命
科
学

部
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

の
創
立
20
周
年
を
記
念
し
、

「
生
命
科
学
の
未
来
に
向
け

て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
５
月
９
日
、

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
横
井
講

堂
で
開
催
さ
れ
た
。
分
野
最

前
線
で
活
躍
す
る
卒
業
生
や

学
内
外
の
関
係
者
が
参
加

し
、
発
表
に
聴
き
入
っ
た
。

　
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
実
行

委
員
長
の
喜
田
聡
教
授
は
、

昨
年
４
月
に
応
用
生
物
科
学

部
か
ら
新
設
さ
れ
た
生
命
科

学
部
へ
改
組
し
た
こ
と
が
学

科
の
転
機
と
な
っ
た
こ
と
、

ま
た
、
研
究
室
で
の
教
育
研

究
活
動
を
中
心
に
す
る
と
い

う
学
科
の
ポ
リ
シ
ー
を
重
視

し
、
今
後
30
年
、
50
年
、
１

０
０
年
と
歩
み
続
け
た
い
と

い
う
決
意
を
語
っ
た
。
そ
し

て
「
学
科
に
一
体
感
が
生
ま

れ
た
」
と
成
果
を
述
べ
た

写
真
。

　
続
い
て
、
髙
野
克
己
学
長

は
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学

科
に
は
生
命
科
学
部
の
新
学

科
２
つ
を
先
導
す
る
存
在
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
ス
ピ
ー

チ
。
ま
た
、
大
澤
貫
寿
理
事

長
は
、
今
後
さ
ら
に
バ
イ
オ

サ
イ
エ
ン
ス
学
科
か
ら
世
界

に
向
け
て
有
能
な
人
材
を
送

り
出
す
こ
と
に
期
待
し
た
い

と
祝
い
の
言
葉
を
語
っ
た
。

６
つ
の
成
果
発
表 

 

｜
｜
新
設
研
究
室
紹
介
も

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
各
研
究
室
の
研
究

成
果
と
し
て
、「
微
生
物
や

が
ん
細
胞
が
増
え
る
／
増
え

な
い
仕
組
み
」（
ゲ
ノ
ム
細

胞
生
物
学
）、「
地
球
生
命
３

５
億
年
分
の
生
物
パ
ワ
ー
の

活
用
」（
資
源
生
物
工
学
）、

「
植
物
の
環
境
応
答
を
制
御

す
る
遺
伝
子
の
発
見
」（
植

物
遺
伝
子
工
学
）、
「
抜
群
の

記
憶
力
を
示
す
遺
伝
子
操
作

マ
ウ
ス
の
開
発
」
（
動
物
分

子
生
物
学
）、「
マ
ウ
ス
生
殖

細
胞
の
未
知
な
る
能
力
を

解
明
す
る
」（
動
物
発
生
工

学
）、「
病
気
を
治
す
化
合
物

と
蛋た

ん

白ぱ
く

質
の
関
係
を
発
見
」

（
機
能
性
分
子
解
析
学
）
と

い
う
６
つ
の
発
表
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
昨
年
新
設
さ
れ

た
植
物
分
子
育
種
学
研
究
室

も
紹
介
さ
れ
た
。

最
先
端
の
生
命
科
学
研
究
と
教
育
を

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
開
設
20
周
年

と
し
て
感
謝
状
を
受
け
た
鈴

木
吉
助
さ
ん
は
「
大
学
で
の

学
び
が
基
礎
と
な
り
今
の
自

分
が
い
る
た
め
、
母
校
へ
恩

返
し
し
た
い
」と
、本
学
へ
の

思
い
を
語
っ
て
く
れ
た
。
集

ま
っ
た
寄
付
金
は
東
京
農
業

大
学
国
際
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）

建
設
に
使
わ
れ
る
予
定
で
、

こ
こ
を
拠
点
に
本
学
の
教
育

研
究
の
成
果
を
世
界
へ
発
信

し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　
農
大
貢
献
賞
は
、
農
学
分

野
の
発
展
及
び
東
京
農
大
の

研
究
力
の
発
信
に
貢
献
し
た

と
し
て
、
松
林
尚
志
教
授

（
農
学
部
生
物
資
源
開
発
学

科
）
が
受
賞
し
た
。
受
賞
講

演
で
は
、「
ボ
ル
ネ
オ
熱
帯

雨
林
の
野
生
動
物
の
生
態
と

生
息
地
保
全
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
松
林
教
授
が
学
生
時
代

か
ら
現
在
ま
で
一
貫
し
て
行

っ
て
き
た
研
究
が
紹
介
さ
れ

た
。

　
特
別
記
念
講
演
は
、
ス
プ

リ
ン
ト
種
目
の
世
界
大
会
の

日
本
人
初
メ
ダ
リ
ス
ト
と
し

て
著
名
な
為
末
大
さ
ん
を
講

演
者
に
迎
え
、「
ハ
ー
ド
ル

を
越
え
る
」
と
題
し
て
行
わ

れ
た
。
為
末
さ
ん
は
自
ら
の

陸
上
競
技
で
の
経
験
を
例

に
、
自
分
の
可
能
性
を
開
く

に
は
「
楽
し
む
能
力
が
大

切
」
と
話
し
た
。

農
大
貢
献
賞
の
受
賞
講
演

を
す
る
松
林
教
授

募
金
高
額
寄
付
者
の
大
橋

邦
夫
さ
ん
（
左
）
と
鈴
木

吉
助
さ
ん

第
18
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

　
創
立
記
念
を
祝
う
会
並
び
に
第
18
回
東
京
農
大
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
６
月
16
日
に
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
６
０
０
人
を
超
え
た
。
東
京

農
大
は
今
年
創
設
１
２
７
年
目
で
、
輩
出
し
た
卒
業
生

は
17
万
人
超
。
日
本
そ
し
て
世
界
で
活
躍
す
る
先
輩
た

ち
の
姿
は
現
役
学
生
を
刺
激
し
、
目
標
と
も
な
る
。
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
、
卒
業
生
と
現
役
学
生
が
東
京

農
大
の
〝
今
〞
を
分
か
ち
合
い
絆
を
深
め
る
場
だ
。

髙野克己学長　 多くの来場者で賑わう会場の様子

〝今〟を分かち合い絆深める

親子三代表彰
　親子三代にわたり東京農業大学を卒業

（在学中含む）したご家族５組に対し、

髙野学長から賞状と記念品が贈呈され

た。

　農学部農学科を卒業後、山梨県で果樹

園を営む秋山光彦さんが代表して挨拶。

「親子三代で東京農大で学び、このよう

な表彰を受けることを嬉しく思う。今後

も元気に勤
いそ

しんでいきたい」と喜びを語

った。

ベストティーチャー賞
　「ベストティーチャー賞」は、教育の質向上に貢献した教員を表彰するこ

とを目的に、今年度から新設した賞で、農学科の平野繁准教授、農芸化学科

の齋藤彰宏助教、バイオサイエンス学科の中村進一教授、造園科学科の服部

勉教授、国際農業開発学科の中曽根勝重准教授、北方圏農学科の寺澤和彦教

授、教職課程の實野雅太助教

の計７人が授賞した。

　選出にあたっては、学生が

回答した平成29年度の「授業

評価アンケート」の結果も選

定基準となっているため、受

賞者からは喜びの声ととも

に、よりいっそう身を引き締

めて授業に臨みたいという決

意が聞かれた。

賞状を手に壇上に並んだ〝ベストティー

チャー〟たち（寺澤教授はオホーツクキ

ャンパスのため欠席）

「親子三代表彰」を代表と

して受け取った左から秋山

晴英さん、秋山光彦さん、

秋山幸慶さんのファミリー

〔
研
究
室
か
ら
〕シ
ダ
の
研
究
で
世
界
を
変
え
る
…
…
…
…
…
…
…
❷

北
海
道
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
地
を
体
感
し
よ
う
…
…
…
…
…
…
…
…
❷

〔
総
研
ニ
ュ
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ス
〕国
際
協
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す
る
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東
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で
！
…
…
…
…
❸

〔
活
躍
す
る
卒
業
生
〕、〔
厚
木
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農
学
部
　
棚
沢
で
田
植
え
実
習
…
…
…
…
❸

氷
上
の
チ
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ス
　
カ
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リ
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で
目
指
す
日
本
一
…
…
…
…
…
…
❹
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イ
ン
タ
ビ
ュ
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ラ
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ル
で
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自
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ら
し
さ
…
…
…
…
❹
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　「食と農」の博物館では、東京農業大学生物産

業学部開設30年　北海道150年事業の企画展示と

して『北海道オホーツク展－北海道の未来を

「農」の力で切り拓く－』を開催中。

　展示ブース１では、北海道とオホーツクの森林

生態系、そして展示ブース２では、北海道オホー

ツク海の生態系を展示している。また展示ブース

３では、北海道オホーツクキャンパスの学生を主

人公とした展示が行われている。中でも、学生が

種から育成したビール麦と、網走寒冷地農場で収

穫されたホップのオール網走産原料を用いて醸造

された「学生ビール」は、一般の方から大変好評

を博している。

　北海道・オホーツクの地で、原料を獲得するこ

との難しさや「ものづくり」にとっての大切さを

学び、それが実際の成果物となったことの「よろ

こび」が感じとれる。なお、北海道の牧場風景で

よく見られる、家畜の餌「麦稈ロール」実物２つ

の展示もある。見学者が東京・世田谷の地で、北

海道を体感できるような展示となっている。博物

館は、2020年の東京オリンピックの会場となる

「馬事公苑」前にある。

 〈企画展示開催期間～８月５日まで〉

目
で
見
て
触
れ
て
楽
し
む〝
食
〞と〝
農
〞

北海道・オホーツクの地を体感しよう
▼エゾシカやユキウサギ、

ヒグマなどのはく製を間

近で見ることができる＝

展示ブース１

麦
ばっ

稈
かん

ロールは直径約155㌢、奥行き約120㌢、約500㌔

網走産原料100％のこだわりの一品

「学生ビール」＝展示ブース３

アザラシの毛皮に触れて、

違いを感じる高校生たち＝

展示ブース２

　
西
野
さ
ん
は
現
在
、
治
山
・
緑
化
工

学
研
究
室
で
シ
ダ
植
物
の
研
究
を
行
っ

て
い
る
。「
シ
ダ
植
物
と
言
え
ば
ジ
ェ

ラ
シ
ッ
ク
パ
ー
ク
み
た
い
な
の
を
思
い

浮
か
べ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は

皆
さ
ん
の
身
近
な
も
の
に
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
春
に
な
る
と
山
菜
と

し
て
出
て
く
る
ワ
ラ
ビ
、
ゼ
ン
マ
イ
、

コ
ゴ
ミ
、
ツ
ク
シ
な
ど
こ
れ
ら
は
全
て

シ
ダ
植
物
で
す
」

　
正
月
の
際
、
鏡
餅
の
下
に
敷
く
ウ
ラ

ジ
ロ
と
呼
ば
れ
る
葉
も
シ
ダ
植
物
だ
。

ウ
ラ
ジ
ロ
が
自
生
し
て
い
る
の
は
関
東

以
西
で
あ
る
た
め
、
昔
の
東
北
地
方
な

ど
で
は
見
ら
れ
な
い
文
化
だ
っ
た
。
日

本
に
は
約
７
０
０
種
類
の
シ
ダ
植
物
は

自
生
し
て
い
る
が
、
緑
化
や
食
用
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
数
十
種
類
ほ

ど
し
か
な
い
と
い
う
。
シ
ダ
植
物
の
栽

培
・
繁
殖
方
法
が
技
術
的
に
確
立
さ
れ

て
い
な
い
た
め
だ
。

　「
技
術
を
確
立
す
る
こ
と
で
中
山
間

地
域
に
お
け
る
山
菜
の
生
産
量
や
効
率

を
上
げ
、
緑
化
分
野
で
は
今
ま
で
に
な

い
特
性
を
持
っ
た
新
た
な
緑
化
材
料
や

東
京
農
業
大
学
大
学
院

農
学
研
究
科
林
学
専
攻
博
士
後
期
課
程

治
山
・
緑
化
工
学
研
究
室

西
野 

文
貴
さ
ん

研 究 室
か ら

高
い
レ
ベ
ル
で
の
植
生
復
元
を
可
能
に

し
ま
す
。
こ
の
研
究
に
た
ど
り
着
い
た

背
景
に
は
、
学
部
生
と
大
学
院
で
学
ん

だ
知
識
と
現
場
調
査
の
経
験
が
活
き
て

い
ま
す
」
と
西
野
さ
ん
。

　
森
林
総
合
科
学
科
の
学
部
生
と
し

て
、
林
業
施
業
、
森
林
文
化
、
森
林
化

学
、
木
材
組
織
、
造
林
計
画
、
森
林
動

態
、
植
生
学
、
緑
化
工
学
な
ど
を
一
通

り
学
ん
だ
。「
森
林
に
つ
い
て
、
ま
さ

に
学
科
名
に
あ
る
〝
総
合
〞
と
い
う

名
称
通
り
、
満
遍
な
く
勉
強
し
ま
し

た
」。
学
部
３
年
生
の
時
に
植
物
に
興

味
を
持
ち
、
森
林
生
態
学
研
究
室
へ
入

室
し
た
。
植
物
の
魅
力
と
奥
深
さ
を
フ

ィ
ー
ル
ド
か
ら
学
び
た
い
と
い
う
思
い

が
尽
き
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
何
の

迷
い
も
な
い
ま
ま
大
学
院
生
（
博
士
前

期
課
程
）
に
進
み
ま
し
た
」

　
博
士
前
期
課
程
は
、
学
部
生
の
時
と

は
時
間
を
か
け
る
量
と
質
が
圧
倒
的
に

違
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
知
識
の
幅
も

広
く
な
っ
た
の
を
実
感
。
博
士
前
期
課

程
の
２
年
間
で
、
論
文
や
学
会
発
表
を

通
じ
て
、
文
章
作
成
能
力
や
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
を
徹
底
的
に
鍛

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
経
験
が
社

会
に
出
て
非
常
に
役
に
立
っ
て
い
る

と
、
西
野
さ
ん
は
話
す
。「
大
学
院
生

の
研
究
は
１
人
で
行
う
に
は
膨
大
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
学
部

生
の
手
伝
い
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、

研
究
を
効
率
良
く
行
う
た
め
に
は
学
部

生
へ
の
的
確
な
指
示
や
指
導
が
求
め
ら

れ
ま
す
」

　「世界を変えるために日々精進」－－。治山・

緑化工学研究室で博士後期課程として「シダ

植物」に関する研究を行っている西野文貴さ

んに、森林を学ぶことを通して得てきた知識

と経験の意義を語ってもらった。

子供たちに森の話を

する西野文貴さん＝

東京都世田谷区の瀬

田玉川神社で行われ

た「神さまと海と森

の教室」で

シダの研究で世界を変える
人生を何倍も豊かにしてくれた東京農大の日々

　
博
士
前
期
課
程
で
の
研
究
を
通
し
て

多
岐
に
わ
た
っ
て
学
ん
だ
時
間
は
、
西

野
さ
ん
を
し
て
「
卒
業
す
る
頃
に
は
社

会
に
求
め
ら
れ
る
人
材
へ
と
成
長
で
き

た
」
と
言
わ
し
め
る
。
そ
し
て
自
分
の

好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
西
野
さ
ん
の
実
力
は
そ
の

後
、
海
外
で
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な

り
、
昨
年
は
中
国
で
の
植
樹
指
導
を
依

頼
さ
れ
た
。
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
、
新
聞

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

　「
そ
れ
に
あ
ぐ
ら
を
か
く
こ
と
な
く

世
界
を
変
え
る
た
め
に
日
々
精
進
し
て

い
ま
す
。
博
士
前
期
課
程
の
２
年
間
は

人
生
の
中
で
は
短
い
期
間
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
短
い
期
間
が

そ
の
後
何
十
年
と
続
く
人
生
を
何
倍
も

豊
か
に
し
て
く
れ
た
こ
と
を
日
々
実
感

し
て
い
ま
す
」

　
現
在
は
、
博
士
前
期
課
程
に
在
籍
し

て
い
た
「
森
林
生
態
学
研
究
室
」
と
は

別
の
「
治
山
・
緑
化
工
学
研
究
室
」

で
、
こ
れ
ま
で
得
て
き
た
知
識
と
経
験

を
活
か
し
な
が
ら
、
博
士
後
期
課
程
で

新
し
い
学
問
を
学
ん
で
い
る
。「
森
林

を
極
め
る
な
ら
東
京
農
大
、
実
学
な
ら

東
京
農
大
、
世
界
を
目
指
す
な
ら
東
京

農
大
と
自
信
を
持
っ
て
言
え
ま
す
」

と
、
西
野
さ
ん
は
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
伝
え
て
く
れ
た
。

中
国
で
の
植
樹
指
導

アースデイ「いのちの森」で明治神宮の森を案内している

西野さん TOKYO FMの取材を受ける西野さん。このとき撮影

された映像が、「森に学び、森を創る」をテーマに行われたイ

ベント「EARTH×HEART」の会場で流された



第０８３号（3） ２０１８年（平成３０年）７月１５日

　
農
学
部
は
学
部
改
組
に
合
わ
せ
て
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
全
面
的
に
見
直
し
、
４

学
科
の
１
年
生
全
員
に「
農
学
原
論
」、

「
農
業
実
習
（
一
）（
二
）」、「
共
通
演

習
」、「
基
礎
演
習
」
を
必
修
科
目
と
し

て
設
置
し
た
。「
農
学
原
論
」
で
は
、

農
学
が
対
象
と
す
る
広
い
守
備
範
囲
を

俯ふ

瞰か
ん

す
る
力
を
修
得
す
る
こ
と
を
め
ざ

し
、「
農
業
実
習（
一
）（
二
）」
で
は
年
間

を
通
じ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
圃ほ

場
じ
ょ
う

、
伊

勢
原
農
場
・
富
士
農
場
な
ど
多
く
の
附

属
施
設
や
学
外
の
農
業
関
連
施
設
を
活

用
し
て
、
農
学
が
対
象
と
す
る
動
植
物

の
取
り
扱
い
や
農
畜
産
物
の
加
工
実
習

に
取
り
組
む
ほ
か
、
観
察
や
測
定
の
体

験
、
農
業
現
場
の
視
察
な
ど
を
行
う
。

　「
共
通
演
習
」、「
基
礎
演
習
」
で
は

大
学
で
学
ぶ
た
め
に
必
要
な
、
情
報
の

収
集
と
解
析
、
文
献
の
講
読
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
議
論
の
方
法
、
レ
ポ

ー
ト
・
論
文
作
成
法
な
ど
の
ト
レ
ー
ニ

　
東
京
農
大
で
は
、
途

上
国
の
農
村
開
発
に
貢

献
す
る
多
く
の
研
究
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
西
ア
フ
リ

カ
の
主
食
で
あ
る
ヤ
ム

イ
モ
に
関
す
る
研
究
（
総
合
研
究
所

「
大
学
院
先
導
的
実
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」）
が
あ
る
。
こ
の
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
に
あ
る

国
際
熱
帯
農
業
研
究
所
と
東
京
農
大
教

員
、
そ
し
て
大
学
院
生
が
共
同
で
、
ヤ

ム
イ
モ
の
生
産
性
向
上
と
研
究
成
果
の

現
地
還
元
を
目
指
し
て
い
る
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
る
の
は
日
本
人

研
究
者
だ
け
で
な
く
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ

ー
ル
、
タ
イ
、
台
湾
か
ら
の
留
学
生
や

イ
ン
ド
出
身
の
東
京
農
大
教
員
も
お

り
、
国
際
色
豊
か
な
研
究
メ
ン
バ
ー
が

そ
ろ
っ
て
い
る
。

　
ネ
パ
ー
ル
の
中
山
間
地
域
で
、
野
菜

の
増
産
と
販
路
拡
大
を
通
じ
た
農
民
の

所
得
向
上
を
目
指
し
た
研
究
も
実
施
さ

れ
て
い
る
（
総
合
研
究
所
「
ネ
パ
ー
ル

共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」）。
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
東
京
農
大
の
協
定
大

学
で
あ
る
米
国
の
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学

（
Ｍ
Ｓ
Ｕ
）
と
共
同
で
行
わ
れ
て
い

る
。
Ｍ
Ｓ
Ｕ
の
教
員
と
東
京
農
大
の
教

員
が
一
緒
に
ネ
パ
ー
ル
の
山
間
部
の
村

に
足
を
運
び
、
野
菜
の
栽
培
試
験
や
流

通
調
査
を
行
っ
て
そ
の
成
果
を
現
地
と

共
有
す
る
こ
と
で
、
農
家
の
現
金
収
入

を
増
や
す
新
た
な
ア
イ
デ
ア
を
引
き
出

そ
う
と
努
力
し
て
い
る
。

　
私
自
身
は
ア
フ
リ
カ
と
の
関
わ
り
が

長
く
、
農
村
住
民
の
経
済
活
動
に
つ
い

て
社
会
学
・
経
済
学
の
立
場
か
ら
研
究

し
て
き
た
。
研
究
の
過
程
で
い
つ
も
思

う
の
は
、
途
上
国
の
農
村
開
発
を
進
め

る
た
め
に
は
非
常
に
他
分
野
の
専
門
知

識
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
作
物
の

生
産
性
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
思
え
ば
、

作
物
学
や
土
壌
学
の
知
識
が
欠
か
せ
な

い
。
灌か

ん

漑が
い

を
導
入
す
る
た
め
に
は
工
学

や
水
管
理
の
技
術
が
必
要
に
な
る
。
肥

料
や
農
薬
の
影
響
を
知
る
に
は
化
学
分

野
の
分
析
が
必
要
に
な
る
。
農
村
住
民

の
栄
養
状
態
を
改
善
し
た
け
れ
ば

栄
養
学
の
専
門
知
識
が
要
求
さ
れ

る
。
農
家
の
所
得
を
増
や
す
た
め

に
は
経
営
学
や
経
済
学
の
側
面
か

ら
の
分
析
が
重
要
に
な
る
。

　
こ
れ
ら
多
種
多
様
な
専
門
知
識

を
も
っ
た
研
究
者
が
共
同
で
途
上

国
の
農
村
開
発
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
は
じ
め
て
現
地
住
民
の
生
活

向
上
に
貢
献
で
き
る
。
東
京
農
業

大
学
に
は
そ
の
よ
う
な
多
分
野
の

専
門
家
が
一
堂
に
会
し
て
お
り
、

国
際
協
力
を
実
践
し
た
い
人
に
は

理
想
的
な
場
所
で
あ
る
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
魅
力
を
世
界
へ

　
こ
の
春
で
生
物
産
業
学
部
産
業
経
営
学
科

（
現
自
然
資
源
経
営
学
科
）
を
卒
業
し
て
丸
10

年
が
経た

ち
ま
し
た
。
生
ま
れ
て
18
年
を
東
京
で

過
ご
し
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
東
京
で
大
学
生

活
を
送
ろ
う
と
思
っ
て
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
造

園
学
科
の
受
験
に
挑
ん
だ
け
れ
ど
見
事
に
失

敗
。
唯
一
合
格
し
た
の
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン

パ
ス
で
し
た
。

　
２
０
０
４
年
の
春
、
失
意
と
絶
望
で
網
走
の

地
に
や
っ
て
き
た
男
が
気
づ
け
ば
網
走
生
活
15

年
目
に
突
入
し
ま
し
た
。
大
学
生
活
で
は
、
ひ

た
す
ら
ア
ル
バ
イ
ト
と
部
活
動
に
明
け
暮
れ
ま

途
上
国
の
農
村
開
発
に
貢
献

国
際
協
力
す
る
な
ら
東
京
農
大
で
！

国
際
食
料
情
報
学
部

　
　
国
際
農
業
開
発
学
科

教
授 

高
根 

務

マラウイの農村で調査中の高根教授

ン
グ
を
少
人
数
ク
ラ
ス
で
実
施
す
る
。

こ
の
座
学
・
実
習
・
演
習
の
組
み
合
わ

せ
は
、
４
年
間
の
教
育
体
系
に
位
置
づ

け
ら
れ
た
も
の
で
、
学
ぶ
技
法
と
「
農

の
こ
こ
ろ
」
を
培
い
、
２
年
次
以
降
の

教
育
へ
繋
が
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
取
材
を
行
っ
た
田
植
え
実
習
も
そ

の
一
環
だ
。

初
感
覚
に
戸
惑
う
も�

�

最
後
は
笑
顔

　
５
月
上
旬
か
ら
６
月
下
旬
に
か
け
て

棚
沢
圃
場
に
あ
る
水
田
で
田
植
え
が
行

わ
れ
た
。
田
植
え
初
体
験
と
な
る
学
生

も
多
く
、
ま
ず
教
員
が
「
親
指
、
人
さ

し
指
、
中
指
で
つ
ま
む
よ
う
に
苗
を

３
、
４
本
と
り
、
土
の
中
に
植
え
る
」

と
、
田
植
え
の
仕
方
の
基
本
を
レ
ク
チ

ャ
ー
。

　
実
際
に
田
ん
ぼ
に
入
っ
て
み
る
と
、

土
に
足
が
と
ら
れ
て
想
像
以
上
に
歩
き

に
く
い
こ
と
に
驚
く
▽
バ
ラ
ン
ス
を
崩

し
尻
も
ち
を
つ
く
▽
ぬ
か
る
み
に
は
ま

り
長
靴
が
抜
け
な
く
な
る
｜
｜
な
ど
、

は
じ
め
て
の
感
覚
に
戸
惑
う
学
生
が
多

く
い
た
。
そ
れ
で
も
、
泥
で
汚
れ
る
こ

と
に
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

し
て
い
た
学
生
も
次
第
に
慣

れ
た
手
つ
き
に
変
わ
り
、
や
が
て
泥
の

汚
れ
も
気
に
せ
ず
笑
顔
に
。
最
後
は
泥

だ
ら
け
で
無
事
終
了
し
た
。

　
水
や
土
の
感
触
は
机
上
の
学
び
で
は

得
ら
れ
な
い
。
東
京
農
大
の
教
育
理
念

で
あ
る
実
学
主
義
を
体
現
し
た
授
業
と

い
え
る
。
秋
に
は
１
年
生
全
員
が
稲
刈

り
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

株式会社ＭＩＤ ＶＩＬＬＡＧＥ
代表取締役

中村　守宏
（Ｈ20年度　産業経営学科卒業）

人生を必ず豊かにしてくれる地
し
た
。
特
に
ア
ル
バ
イ
ト
は
、
ま
さ
に
「
網

走
の
地
で
し
か
で
き
な
い
」
と
言
っ
て
い
い

ホ
タ
テ
稚
貝
放
流
、
農
作
業
、
河
川
水
質
調

査
な
ど
で
し
た
。

　
網
走
で
の
生
活
が
進
む
に
つ
れ
、
東
京
に

居
た
ら
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
の

地
な
ら
で
は
の
魅
力
に
気
づ
く
と
同
時
に
、

都
会
的
な
刺
激
が
無
い
こ
と
か
ら
く
る
東
京

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
る
こ
と
も
多
く
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
や
が
て
「
ど
う
す
れ
ば
こ

の
街
で
の
生
活
を
も
っ
と
魅
力
的
な
も
の
に

で
き
る
だ
ろ
う
か
」
と
思
い
を
馳
せ
る
よ

う
に
な
り
、
そ
れ
は
折
し
も
「
就
活
」「
卒

業
」が
近
づ
い
て
き
た
頃
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
思
い
を
形
に
す
る
の
は
今
し
か
な
い
と
考

え
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
貯た

め
た
お
金
を
元
手
に

一
大
奮
起
し
、在
学
中
の
２
０
０
７
年
４
月
、

網
走
市
内
に
カ
フ
ェ
バ
ー
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ

ま
し
た
。
大
学
生
を
は
じ
め
、
網
走
の
人
た

ち
に
と
っ
て
刺
激
的
で
魅
力
的
な
空
間
を
提

供
し
た
い
と
の
思
い
で
始
め
た
事
業
で
す
。

今
で
は
市
内
５
店
舗
（
２
０
１
２
年
に
株
式

会
社MID 

VILLAGE

と
し
て
法
人
化
）
に
ま

で
増
え
ま
し
た
。
現
在
は
、「
網
走
オ
ホ
ー

ツ
ク
の
食
の
魅
力
を
ク
リ
エ
イ
ト
し
て
世
界

に
発
信
す
る
」
を
目
標
に
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
流

氷
館
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
エ
コ
ー
セ
ン
タ
ー

内
の
カ
フ
ェ
な
ど
公
共
施
設
内
の
店
舗
運
営

を
軸
と
し
た
会
社
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
東
京
農
大
の
学
生
の
皆
さ
ん
、
東
京
農
大

へ
の
入
学
を
考
え
て
い
る
高
校
生
の
皆
さ

ん
。
網
走
は
チ
ャ
ン
ス
に
溢
れ
た
場
所
で

す
。
研
究
も
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
起
業

も
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
う
っ
て
つ
け
な
の
が

オ
ホ
ー
ツ
ク
で
す
。
こ
こ
は
人
生
を
必
ず
豊

か
に
し
て
く
れ
る
地
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
さ
あ
、
一
緒
に
〝
網
走
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
・

北
海
道
〞
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

農学部
棚沢で田植え実習

初挑戦 に 真剣
頬
に
泥
が
つ
く
の
も
忘
れ
真
剣
な

表
情
で
田
植
え
に
挑
戦

田
植
え
に
慣
れ
て
き
て
笑
顔
を
見
せ
る

学
生
た
ち

戸惑い のち 笑顔

ぬ
か
る
み
に
は
ま
っ
た
学
生
を

皆
で
手
助
け

最
初
に
田
植
え
の
仕
方
の

レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る

新たなカリキュラムで
� 学ぶ技法と「農のこころ」を培う

「
網
走
オ
ホ
ー
ツ
ク
を
世
界
へ
発
信
！
」
を

胸
に
奮
闘
す
る
中
村
守
宏
さ
ん

※ 現：自然資源経営学科
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２
０
１
８
年
３
月
に
宮
崎

県
で
行
わ
れ
た
国
内
代
表
選

考
試
合
で
勝
利
し
た
森
坂
嵐

さ
ん
（
国
際
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ

ス
学
科
４
年
）
と
成
松
大
介

さ
ん
（
食
料
環
境
経
済
学
科

Ｈ
23
卒
・
自
衛
隊
体
育
学
校
）

が
、
８
月
18
日
〜
９
月
４
日

に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
カ

ル
タ
で
行
わ
れ
る
第
18
回
ア

ジ
ア
競
技
大
会
へ
の
出
場
を

決
め
た
。
両
選
手
は
２
０
１

６
年
リ
オ
五
輪
に
出
場
し
て

お
り
、
世
界
の
大
舞
台
を
経

験
し
て
い
る
だ
け
に
メ
ダ
ル

獲
得
の
期
待
が
大
き
い
。

　
森
坂
さ
ん
は
、
５
月
13
日

〜
22
日
に
開
催
さ
れ
た
ロ
シ

ア
の
国
際
大
会
（
２
０
１
８

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
コ
ロ
ト

コ
フ
国
際
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）

で
腕
試
し
を
行
っ
た
。
約
28

カ
国
が
参
加
し
た
同
大
会
に

は
、
世
界
各
国
の
強
豪
が
集

っ
た
。
予
選
で
ナ
ザ
ル
ベ
ク

（
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
）
と
対
戦

し
、
３
回
Ｒ
Ｓ
Ｃ
（
レ
フ
リ

ー
ス
ト
ッ
プ
コ
ン
テ
ス
ト
）

で
好
発
進
。
準
々
決
勝
で

は
、
デ
ニ
ス
・
パ
リ
ロ
フ

（
ロ
シ
ア
）
に
５
｜
０
の
判

定
勝
ち
し
、
こ
れ
で
入
賞
が

確
定
し
た
。

　
準
決
勝
、
森
坂
さ
ん
は
チ

ェ
・
チ
ョ
ル
マ
ン（
北
朝
鮮
）

と
対
戦
し
た
が
、
惜
し
く
も

２
｜
３
判
定
負
け
。
試
合

後
、
森
坂
さ
ん
は
「
う
ま
く

ご
ま
か
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」

と
悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ
た
。

し
か
し
翌
日
、
ヘ
ッ
ド
コ
ー

チ
と
し
て
帯
同
し
て
い
た
山

本
さ
ん
と
森
坂
さ
ん
は
ロ
シ

　
平
昌
冬
季
五
輪
で
国
民
的

な
話
題
に
な
っ
た
カ
ー
リ
ン

グ
。
東
京
農
大
の
北
海
道
オ

ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も

カ
ー
リ
ン
グ
部
が
あ
る
の
を

ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

　
部
員
約
50
人
。
カ
ー
リ
ン

グ
の
聖
地
、
北
見
市
を
拠
点

に
日
本
一
を
目
指
し
て
練
習

に
励
ん
で
い
る
。「
オ
ホ
ー

ツ
ク
な
ら
で
は
の
ス
ポ
ー
ツ

が
し
た
い
！
」
と
入
学
後
に

カ
ー
リ
ン
グ
を
始
め
る
部
員

が
ほ
と
ん
ど
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
こ
数
年
の
活

躍
は
目
覚
ま
し
い
。
第
５
回

全
日
本
大
学
選
手
権
で
男
子

が
準
優
勝
、
２
０
１
５
冬
季

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
日
本
代

表
決
定
戦
で
男
子
が
準
優

勝
、
オ
ー
プ
ン
大
会
で
の
優

勝
や
入
賞
（
第
35
回
ウ
ォ
ー

リ
ー
杯
、
第
38
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯

な
ど
）、
強
化
指
定
（
Ｈ
28

は
男
子
ジ
ュ
ニ
ア
が
北
海
道

協
会
、
女
子
が
日
本
協
会
、

Ｈ
30
は
女
子
ジ
ュ
ニ
ア
が
北

海
道
協
会
）
さ
れ
る
な
ど
、

男
女
と
も
に
好
成
績
を
挙
げ

て
い
る
。
初
心
者
だ
っ
た
彼

ら
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
成
長

し
た
の
は
な
ぜ
か
。
そ
の
理

由
を
探
っ
て
み
た
。

　
一
つ
目
は
、
通
年
で
使
え

る
カ
ー
リ
ン
グ
専
用
の
ホ
ー

ル
が
あ
る
こ
と
。
ど
ん
な
に

カ
ー
リ
ン
グ
が
し
た
く
て

も
、
氷
で
作
っ
た
シ
ー
ト
が

な
け
れ
ば
そ
の
願
い
は
叶か

な

わ

な
い
。
冬
の
屋
外
に
手
作
り

し
た
シ
ー
ト
で
も
楽
し
む
こ

と
は
で
き
る
が
、
レ
ベ
ル
が

上
が
る
と
精
密
に
設
計
・
管

理
さ
れ
た
屋
内
の
シ
ー
ト
が

必
須
で
あ
る
。
北
海
道
の
オ

ホ
ー
ツ
ク
は
、
真
剣
に
カ
ー

リ
ン
グ
を
す
る
に
は
非
常
に

恵
ま
れ
た
環
境
で
あ
る
。

　
二
つ
目
は
、
コ
ー
チ
な
ど

周
り
の
人
た
ち
か
ら
手
厚
い

指
導
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
。

コ
ー
チ
は
地
元
で
働
く
Ｏ
Ｂ

が
務
め
て
お
り
、
後
輩
た
ち

へ
託
す
思
い
も
強
い
。
ま

た
、
過
去
・
現
在
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
を
間
近
に
見
ら

れ
る
環
境
で
、
彼
ら
と
練
習

や
試
合
を
す
る
機
会
も
あ

る
。
日
本
の
ト
ッ
プ
選
手
が

身
近
に
い
る
こ
と
は
、
頑
張

れ
ば
初
心
者
の
自
分
で
も
そ

こ
に
近
づ
け
る
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
思
い
に
つ
な
が

り
、
そ
し
て
そ
れ
を
実
現
し

て
い
る
先
輩
を
実
際
に
見
る

こ
と
が
学
生
た
ち
の
や
る
気

を
よ
り
強
く
す
る
。

　
部
長
の
亀
山
祐
一
教
授
は

「『
先
生
、
全
国
へ
連
れ
て

行
け
な
く
て
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
』
と
、
こ
の
春

卒
業
し
た
男
子
チ
ー
ム
の
学

生
た
ち
に
言
わ
れ
た
と
き

は
、
そ
の
熱
い
思
い
に
目
頭

が
熱
く
な
っ
た
」
と
語
る
。

　
カ
ー
リ
ン
グ
は
氷
上
の
チ

ェ
ス
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
頭
を

使
う
ス
ポ
ー
ツ
で
、
次
の
１

投
を
予
想
し
な
が
ら
見
る
と

楽
し
さ
が
増
す
。
予
想
外
の

シ
ョ
ッ
ト
や
難
し
い
シ
ョ
ッ

ト
が
決
ま
る
と
会
場
か
ら
は

「
オ
ー
！
」
と
い
っ
た
歓
声

が
沸
く
。
今
年
も
オ
ホ
ー
ツ

ク
農
友
会
カ
ー
リ
ン
グ
部

は
、
全
日
本
大
学
選
手
権
な

ど
で
優
勝
を
目
指
す
。
ま
ず

は
、
11
月
軽
井
沢
で
開
催
さ

れ
る
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
選
手

権
に
出
場
す
る
。
氷
が
溶
け

る
ほ
ど
の
熱
戦
を
期
待
し
た

い
。

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
コ
ロ
ト
コ
フ
国
際
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
敢
闘
賞
を
受
賞
し
た

森
坂
選
手
（
左
）
と
山
本
コ
ー
チ

ロ
シ
ア
・
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で
５
月

ア
連
盟
に
呼
ば
れ
、
準
決
勝

チ
ェ
戦
の
判
定
に
対
し
て
の

謝
罪
を
受
け
、
決
勝
戦
は
審

判
長
並
び
に
森
坂
さ
ん
の
試

合
に
付
い
た
レ
フ
リ
ー
と
ジ

ャ
ッ
ジ
が
担
当
か
ら
外
さ
れ

た
。
森
坂
さ
ん
は
表
彰
式
で

敢
闘
賞
を
受
賞
。
そ
の
実
力

が
高
評
価
さ
れ
る
に
至
っ

た
。
成
松
さ
ん
は
、
６
月
に

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
国
際
大
会

に
出
場
し
、
開
催
国
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
に
惜
し
く
も
僅
差
で

敗
退
し
た
。

　
両
選
手
は
７
月
中
旬
か
ら

８
月
上
旬
に
か
け
Ｎ
Ｔ
Ｃ

（
味
の
素
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）
に
お

い
て
直
前
合
宿
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
本
学
の
農
友
会
ボ

ク
シ
ン
グ
部
は
、
２
０
２
０

東
京
五
輪
で
の
複
数
メ
ダ
ル

獲
得
に
向
け
て
心
身
と
も
に

強
化
し
て
い
く
。

　
文
部
科
学
省
補
助
事
業

「
世
界
展
開
力
強
化
事
業
」

は
、中
南
米
協
定
４
大
学（
サ

ン
パ
ウ
ロ
大
学
、
ア
マ
ゾ
ニ

ア
農
業
大
学
、
ラ
・
モ
リ
ー

ナ
国
立
農
業
大
学
、
チ
ャ
ピ

ン
ゴ
自
治
大
学
）
と
の
連
携

を
進
め
る
総
合
的
実
学
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
こ
れ

ま
で
本
学
か
ら
47
人
（
長
期

留
学
は
９
人
）
の
学
生
を
送

り
出
し
て
き
た
。今
回
は
、昨

年
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
パ
ウ
ロ

大
学
へ
お
よ
そ
１
年

間
留
学
し
た
国
際
バ

イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科

４
年
の
竹
中
奏
絵
さ

ん
に
話
を
聞
い
た
。

｜
｜
ま
ず
、
留
学
の

感
想
を
ひ
と
言
。

　「
楽
し
か
っ
た
」

で
す
。

｜
｜
ど
ん
な
こ
と
が

楽
し
か
っ
た
で
す

か
？

　
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
す
が
…
…
、
な
に

よ
り
日
本
と
の
違
い

を
知
る
こ
と
が
楽
し

か
っ
た
で
す
。

　
例
え
ば
大
学
の
授

業
の
違
い
。
日
本
は

先
生
の
講
義
を
聞
い

た
後
に
挙
手
し
て
質

問
す
る
学
生
が
多
い

と
思
う
の
で
す
が
、

ブ
ラ
ジ
ル
は
も
っ
と

参
加
型
。
疑
問
が
あ

れ
ば
講
義
中
で
も
す
ぐ
先
生

に
質
問
し
て
そ
の
ま
ま
討
論

に
な
る
、
と
い
っ
た
こ
と
も

し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。

｜
｜
授
業
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
？

　
は
い
。
日
本
人
の
学
生
は

（
私
以
外
は
）
い
な
い
環
境

だ
っ
た
の
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
っ
た
生

活
で
し
た
。
私
自
身
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
は
ほ
と
ん
ど
話
せ

な
か
っ
た
の
で
、
は
じ
め
は

本
当
に
つ
ら
か
っ
た
で
す
。

み
ん
な
が
楽
し
そ
う
に
話
し

て
い
て
も
理
解
で
き
な
く

て
。
そ
れ
で
も
、
次
は
こ
ん

な
話
題
を
振
っ
て
み
よ
う
、

こ
の
単
語
を
使
っ
て
み
よ
う

な
ど
、
間
違
え
を
恐
れ
ず
に

積
極
的
に
話
し
か
け
て
い
き

ま
し
た
。

｜
｜
行
く
前
と
後
で
、
一
番

の
変
化
は
何
で
す
か
？

　
自
分
ら
し
さ
を
大
切
に
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
以

前
は
、
人
目
を
気
に
し
て
自

分
を
出
さ
な
い
こ
と
も
多
か

っ
た
の
で
す
が
、
世
界
の

人
々
と
交
流
し
て
い
く
上

で
、
自
分
の
意
見
を
言
っ
た

り
自
己
主
張
す
る
こ
と
は
必

要
な
こ
と
だ
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

｜
｜
今
後
の
予
定
は
？

　
日
本
の
企
業
に
就
職
予
定

で
す
。
ま
だ
ど
の
部
署
に
な

る
の
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
も
し
も
海
外
と
関
わ
る

部
署
に
配
属
さ
れ
た
ら
、
と

い
う
の
に
備
え
て
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
は
今
後
も
勉
強
し
て

い
き
ま
す
。

竹中奏絵さん

今夏、アジア大会に出場
� メダルに期待

「
２
０
１
８
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
オ
ー
プ
ン
カ
ー
リ
ン
グ
大
会
」
に
混
成
チ
ー
ム
で

出
場
し
、
銅
リ
ー
グ
で
優
勝
し
た
今
野
千
尋
（
ア
ク
ア
バ
イ
オ
学
科
２
年
）
と
平

井
万
祐
子
（
同
）

第
８
回
全
日
本
大
学
カ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
に
出
場
し
た

男
子
チ
ー
ム

第26回北海道ジュニア３位となり全日本ジュニアへ出場する女子チーム

そだね～

オ
ホ
ー
ツ
ク
な
ら
で
は
の

�

ス
ポ
ー
ツ
が
し
た
い
!!

森坂

氷
上
の
チ
ェ
ス
　

�
カ
ー
リ
ン
グ
で
目
指
す
日
本
一

ロ
シ
ア
国
際
大
会
で
敢
闘
賞

ボクシング

ブラジルで見つけた自分らしさ
国際バイオビジネス学科４年 竹中 奏絵さん

「世界展開力強化事業」現地滞在を終えてインタ
ビュー
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